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	氏 名
	ふりがな
	生年月日
	1975年11月21日生

	
	
	ﾒﾝ  ｷｮﾝ  ｿﾝ
	
	

	
	
	  孟  慶  善（女）
	住民登錄番号
	751121 - 2024411

	
	現 住 所
	ＳＥＯＵＬ市 城北区 貞陵 2洞 598 - 40

	
	電話番号
	02 ）914 – 6843   /   011 ) 9959 - 6843

	学

歴
	期     間
	学      校     名
	卒  業 
	専   攻

	
	1992. 3 ∼1995. 2
	豊文女子高等学校
	卒  業
	

	
	1995. 3 ∼ 1997. 1
	培花女子大学
	卒  業
	経営科

	
	2001. 9 ∼ 2003. 10
	日本外語ビジネス専門学校
	卒  業
	日本語研究科

	
	2004. 3 ∼ 現在
	慶熙cyber大学校 4年2学期
	在学中
	Global 経営学科

	経
歴
	期     間
	会  社  名
	部  署
	職  位
	業 務 内 容

	
	1997. 9 ∼ 2001. 6
	INISTEEL(株)
	営業チーム
	社 員
	秘書､営業管理､銀行業務

	
	2004. 3 ∼ 2005．9
	（株）三景商事
	貿易
	社 員
	日本向けのアクセサリ

	資格及び免許
	取得の日
	資格及び免許 
	主     催

	
	2003.  2.  4.
	日本語能力試験 １級
	財団法人日本国際教育協会

	賞罰
	日     時
	内              容

	
	1996.  5
	培花女子大学 ２学年 ２学期 奨学金 受領

	
	2002. 10
	川崎市 奨学金 受領

	
	2005． 2
	慶熙cyber大学校 3年 2学期 奨学金 受領

	
	2005． 8
	慶熙cyber大学校 4年 1学期 奨学金 受領


	身長
	158cm
	体重
	48kg
	趣味
	Video見ること
	得意
	水泳,slot目押し
	宗教
	カトリック

	特 技 事 項

	日本語可能

	基礎英語会話可能

	パソコン使用可能 （ EXCEL, MS-WORD）

	上の内容は事実に違いません。
2007年  3月  8日 
             孟  慶  善


自  己  紹  介  書
子供の時から、私は平凡な人でした。小学生の時から高校を卒業するときまでお母さんは私が他人と仲よく交われるようにアランダンみたいな青少年団体や教会などの活動を積極的に支持してくれました。それで 私はいろいろな人と交わることがすきで、学校が終わったら友達と一緒に集まって美味しい食べ物を食べに行くことが楽しみでした。それと学校の補充授業の時間に他の友達と同じように時によっては授業を受けないで遊びに行ったり､日頃は勉強なんかしないで､試験が近づいてから夜明かしして試験の勉強をしたり､親友と友情や自分の将来について悩んだりしたり、真面目すぎる学生ではなかったけれど学生ならではの楽しみを楽しむことができる本当に普通の学生でした。高校を卒業して、私は培花女子大学の経営科に進学しました。その時、最後の学生時代を甲斐があるように過ごそうと決心して１年６ヶ月間一度も遅刻や欠席などをしなかったので、教授の推薦で２年生のとき奨学金をもらいました。平凡な人なんですけど､ 周りの人の思い止めることを振り切って、若い歳でもない２７歳のとき、安定的だった会社を辞めて 経営の勉強のため日本に留学に行くぐらい１度決心したら最後までやり抜かなければならない性格です。苦労して向かった留学だったので一瞬も無駄に過ごさないため一生懸命頑張った結果、学校から推薦されて川崎市から奨学金をもらいました。また、約束を大切に思うので、１度約束したら守ろうとして、特に時間の概念が厳しい日本ではアルバイトの時間に遅れたことがありません。

   私に一番大きい自慢の１つはINISTEELという鉄鋼系で最高の会社で勤めたことです。鉄鋼業界の最高の会社の営業チームに入社して営業チームの一人として取引先と工場とお互いの連絡を通じての鉄鋼の出荷要請、取引き先との鉄鋼のSWAPが発生するとそれに関するパソコン作業、税金計算書の管理、集金してきた手形や現金などをチェックして銀行に預ける銀行の業務とチームの備品管理、予算管理などの営業管理と、後は営業チームの所属で約２５０名の社員を責任者であるソウル営業所長とINISTEELの６人の社外理事を担当する秘書の仕事などで意味のある会社生活をしました。 でも、いつからか、ただ、やっていた仕事に慣れて習慣的に働いている自分を見つけて、これからの社会生活で生き残るためにはもっと自分を開発するべきだと思って、４年ぐらい働きなじんだ会社をやめて日本に向かったのです。

留学の生活から私はいろいろなことを学ぶことができました。日本語はもちろん楽しかった学校の生活、対人関係の重要性、それと何よりも大切だと思ったのは仕事に対しての日本人の態度でした。私は日本にいるときレストラン、弁当屋、slotの三つの所でバイトをしましたが、私と一緒に働いた日本人は社員であろうが、バイトであろうがそんなことにかかわらずみんながプロだと意識を持って一生懸命働いていました。それで私もその人たちの中で生き残るために同僚よりさらに頑張って一緒に働いていた日本人同僚からも認められるようになりました。

  韓国に帰国して、日本語が使える会社に入社しようと思いました。それで、私は(株)三景商事という会社に入社して、日本向けの貿易の仕事を担当しました。ここで私はアクセサリ担当で、日本のbuyerとメールや電話でお互いの意見を交換して、buyerがほしい品物を探して、1週間に２回日本に輸出するのが私の仕事でした。それで、日本人に対してビジネス的な会話やマナーが身についているわけです。ですから、貴社で求めてる日本語の実力以外にビジネス的なマナーなども貴社に役に立つと思います。楽しかった仕事でしたが、原資財代の急上昇と円の急降下で会社の事情が悪くなって会社をやめて、もう一度自分の開発のためフィリピンとオーストラリアに行くことにしました。

フィリピンとオーストラリアでの生活は私にとって一番幸せな時間でした。フィリピンでは美しい風景に魅力にはまれていたし、オーストラリアでは私の責任感を試しすることができました。仕事は本当に大変でしたが、いろいろな国の友達と一緒に仕事したり、仕事の後、外国人の友達の一緒にビールを飲んだりするのを通じて私は幸せを感じることができました。というわけで、下手ですが、初級の英語の会話も可能です。

このように、日本語と英語もできますし、また以前の会社で秘書としての経歴や営業管理の経歴、そして、日本向けの貿易の仕事を通じて身につけたビジネス的な会話やマナーなども貴社に役に立つはずです。EXCEL, MS WORD, ハングルなどのパソコンも使えます。 私は真面目な人です。 私の真面目なところが貴社の発展に役に立つようにいつも相変わらず学ぶ姿で誠実に最善を尽くしたいと思います。よろしくお願い致します。

2007年3月8日
孟 慶 善









